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二
〇
一
五
（
平
成
二
十
七
）
年
五
月
、
大
学
資
料
編
纂
室
は

あ
る
資
料
群
の
寄
贈
を
受
け
た
。
内
容
は
神
奈
川
大
学
の
前

身
・
横
浜
専
門
学
校
で
用
い
ら
れ
た
教
科
書
や
参
考
書
な
ど
の

書
籍
や
学
帽
、
卒
業
ア
ル
バ
ム
な
ど
で
、
そ
の
数
約
一
四
〇
件

に
及
ぶ
。
編
纂
室
で
は
本
学
の
歩
み
に
関
わ
る
資
料
の
収
集
も

行
っ
て
き
た
が
、
横
浜
専
門
学
校
関
連
の
資
料
を
こ
れ
ほ
ど
大

量
に
受
贈
す
る
の
は
近
年
稀
で
あ
っ
た
。
旧
蔵
（
使
用
）
者
は

寄
贈
者
森
島
眞
澄
氏
の
父
・
森
島
輝
雄
氏
（
一
九
二
二-
二
〇

〇
九
）
で
あ
る
。

資
料
の
大
半
は
森
島
輝
雄
氏
の
学
び
や
野
球
部
で
の
活
動
に

関
わ
る
も
の
で
あ
る
が
、
整
理
を
進
め
る
過
程
で
、
こ
れ
ら
は

氏
個
人
の
み
な
ら
ず
当
時
の
横
浜
専
門
学
校
生
の
日
常
や
世
相

を
映
し
出
す
資
料
群
と
し
て
大
い
に
活
用
す
べ
き
と
判
断
さ
れ

た
。
お
り
し
も
戦
後
七
〇
年
を
迎
え
、
編
纂
室
と
し
て
何
か
関

連
し
た
企
画
を
実
施
で
き
な
い
か
と
検
討
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
基
に
本
学
横
浜
キ
ャ
ン
パ
ス
三
号
館
展

示
ホ
ー
ル
の
一
角
で
特
集
展
示
を
行
う
運
び
と
な
っ
た
。
二
〇

一
四
年
三
月
に
同
ホ
ー
ル
が
オ
ー
プ
ン
し
て
以
来
、
大
学
史
と

し
て
は
常
設
展
示
以
外
初
の
試
み
で
あ
る
。

展
示
企
画
で
は
以
前
大
学
図
書
館
内
で
開
催
し
て
い
た
特
別

展
示
の
中
か
ら
テ
ー
マ
を
引
き
継
ぎ
、
タ
イ
ト
ル
は
「
戦
時
下

の
学
生
・
2　

学
問
と
白
球
と

―
あ
る
横
浜
専
門
学
校
生
の

1940-1942

」
と
し
た
。
ケ
ー
ス
二
台
で
の
実
物
資
料
展
示
と

壁
面
で
の
パ
ネ
ル
展
示
と
い
う
小
さ
な
規
模
で
は
あ
る
が
、
歴

史
上
の
著
名
な
人
物
や
大
き
な
出
来
事
で
は
な
く
等
身
大
の
一

人
の
学
生
を
通
し
て
、
戦
時
下
の
横
浜
専
門
学
校
生
の
在
り
様

と
そ
れ
を
取
り
巻
く
環
境
を
示
そ
う
と
い
う
試
み
で
あ
っ
た
。

本
稿
で
は
こ
の
展
示
を
振
り
返
る
と
共
に
、
そ
の
後
追
加
で

寄
贈
さ
れ
た
資
料
も
使
用
し
つ
つ
森
島
輝
雄
氏
自
身
に
つ
い
て

も
若
干
踏
み
込
ん
で
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

【
展
示
報
告
】大

学
史
特
集
展
示
「
戦
時
下
の
学
生
・
2
　
学
問
と
白
球
と

―
あ
る
横
浜
専
門
学
校
生
の1940-1942

」
に
つ
い
て

大　

坪　

潤　

子
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森
島
輝
雄
氏
（
以
下
森
島
氏
）
は
、
一
九
二
二
（
大
正
十

一
）
年
に
岐
阜
県
で
生
ま
れ
た
。
旧
制
の
海
津
中
学
校
在
学
中

に
野
球
部
で
捕
手
を
つ
と
め
、
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
八

月
、
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
（
現
在
の
全
国
高
等
学
校

野
球
選
手
権
）
東
海
大
会
に
初
出
場
し
た
。
初
戦
で
敗
退
す

る
も
強
豪
の
岡
崎
中
学
校
を
相
手
に
力
闘
し
て（

1
（

、
学
校
か
ら

表
彰
さ
れ
て
い
る（

2
（

。
当
時
の
森
島
氏
の
日
記
か
ら
は
、
腕
の
痛

み
を
抱
え
つ
つ
の
野
球
へ
の
情
熱
、
ま
た
大
会
直
前
に
立
教
大

学
の
選
手
を
コ
ー
チ
と
し
て
招
く
な
ど
学
校
側
の
意
気
込
み
も

伝
わ
っ
て
く
る
。
一
方
、
学
校
で
は
軍
事
教
練
も
行
わ
れ
て
お

り
、
定
期
考
査
の
直
前
に
演
習
で
夜
間
行
軍
を
し
て
疲
れ
き
っ

た
り
、
一
方
で
教
練
の
運
動
を
楽
し
ん
だ
り
、
と
い
っ
た
様
子

が
記
さ
れ
る
。
既
に
教
練
は
日
常
の
一
部
と
な
っ
て
い
た（

（
（

。

日
記
が
十
一
月
で
途
絶
え
て
い
る
た
め
経
緯
が
不
明
だ
が
、

そ
の
後
森
島
氏
は
横
浜
専
門
学
校
の
給
費
生
試
験
を
受
験
し

た
。
結
果
、
給
費
生
と
し
て
は
不
合
格
だ
っ
た
も
の
の
無
試
験

検
定
出
願
資
格
が
認
め
ら
れ（

4
（

、
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
四

月
、
横
浜
専
門
学
校
（
以
下
横
専
）
の
貿
易
科
に
入
学
、
同
時

に
野
球
部
に
入
部
し
て
い
る
。
横
専
野
球
部
は
前
年
の
全
国
高

専
野
球
大
会
で
優
勝
し
て
お
り
、
こ
こ
で
野
球
を
続
け
る
こ
と

が
森
島
氏
が
横
専
を
目
指
し
た
理
由
の
一
つ
に
な
っ
た
と
考
え

て
よ
い
だ
ろ
う
。
同
期
入
部
に
は
愛
媛
県
の
松
山
中
学（

5
（

や
台
湾

の
嘉
義
中
学
校（

6
（

な
ど
野
球
で
知
ら
れ
る
学
校
の
出
身
者
た
ち
が

い
て
、
森
島
氏
は
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
野
球
部
合
宿
所
で
彼
ら
と

共
同
生
活
を
し
つ
つ
、
横
専
生
と
し
て
過
ご
す
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
戦
局
の
拡
大
に
伴
う
兵
力
確
保
の
た
め
修
業
年
限

（
徴
集
猶
予
期
間
）
が
短
縮
さ
れ
、
予
定
よ
り
半
年
早
い
一
九

四
二
（
昭
和
十
七
）
年
九
月
に
卒
業
を
迎
え
た
の
で
あ
っ
た
。

特
集
展
示
で
は
こ
の
入
学
か
ら
卒
業
ま
で
の
二
年
半
の
間
に

使
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
教
科
書
や
学
帽
、
野
球
帽
等
計
十
三

点
を
ケ
ー
ス
に
展
示
、
ま
た
貿
易
学
科
と
野
球
部（

（
（

の
卒
業
ア
ル

バ
ム
か
ら
十
一
頁
分
を
A
1
パ
ネ
ル
と
し
壁
面
に
展
示
し
た

（
写
真
1
～
3
）。

写真1　火鉢の前の森島輝雄
氏／横浜専門学校野球班卒業
アルバム（1942年9月）より
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写真2　グラウンドで集合／横浜専門学校野球班卒業アルバム
（1942年9月）より
横浜専門学校のグラウンドは、19（8（昭和1（）年に学生たち
の手によって整備された。

写真3　「査閲」／横浜専門学校貿易科　第12回卒業記念アルバム
（1942年9月）より
横浜専門学校グラウンドでの軍事教練における査閲。
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横
専
に
お
い
て
具
体
的
に
ど
の
教
科
で
ど
の
よ
う
な
テ
キ

ス
ト
が
用
い
ら
れ
た
か
は
現
在
詳
ら
か
で
な
い
が
、
森
島
氏

の
旧
蔵
書
の
中
で
そ
の
内
容
や
記
名
か
ら
教
科
書
や
参
考
書

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
は
お
よ
そ
七
〇
冊
に
及
ぶ
。
そ
の

内
、
当
時
の
教
員
が
著
し
た
も
の
と
し
て
、
江
本
茂
夫
（
一
九

三
九
年
着
任
、
一
九
四
一
年
陸
軍
に
再
召
集
）
の
英
語
テ
キ
ス

ト
か
ら
二
冊
『CH

A
RA

CT
ER BU

ILD
IN

G T
H

RO
U

GH
 

EN
GLISH

』（
荘
人
社
、
一
九
三
八
年
）
及
び
『EM

O
T

O
S̓ 

RA
PID

 EN
GLISH

 CO
U

RSE
』（
同
前
、
一
九
三
九
年
）

と
、
菊
原
清
の
『
保
険
論
』
を
展
示
に
選
ん
だ
。
前
者
は
横
専

名
物
で
も
あ
っ
た
熱
心
で
実
践
的
な
江
本
式
英
語
教
育
の
一
端

を
窺
え
る
も
の
で
、
森
島
氏
の
書
き
込
み
も
見
ら
れ
る
。
後
者

は
手
書
き
原
稿
を
い
わ
ゆ
る
ザ
ラ
紙
に
謄
写
版
印
刷
し
た
も
の

で
奥
付
が
な
い
が
、
著
者
の
菊
原
清
は
当
時
横
専
の
教
授
で
、

裏
表
紙
に
「
第
三
学
年
森
島
」
の
記
名
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一

九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
の
講
義
用
テ
キ
ス
ト
と
し
て
作
成
さ

れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
同
年
六
月
消
印
の
検
閲
済
葉

書
が
一
葉
挟
ま
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
物
資
や
情
報
面
で
統
制

下
に
あ
る
時
代
状
況
を
実
感
さ
せ
る
資
料
で
あ
る
。

な
お
こ
れ
以
外
に
も
頁
の
間
に
試
験
問
題
や
森
島
氏
の
名
刺

な
ど
の
挟
み
込
み
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深
い
も
の
で
あ
っ

た
が
、
中
で
も
島
田
孝
一
著
『
交
通
政
策
』（
一
九
四
二
年
）

の
ケ
ー
ス
と
本
体
の
間
か
ら
『
横
専
学
報
』
の
一
一
〇
号
（
一

九
四
二
年
二
月
十
五
日
）
が
現
れ
た
の
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で

あ
っ
た
。
横
浜
専
門
学
校
校
友
会
雑
誌
部
に
よ
る
学
生
新
聞

『
横
専
学
報
』
は
、
一
九
三
〇
（
昭
和
五
）
年
に
創
刊
さ
れ
こ

れ
ま
で
一
〇
一
号
（
一
九
四
一
年
五
月
五
日
）
ま
で
の
発
行
が

確
認
さ
れ
て
い
た
が
、
一
〇
二
号
以
降
の
継
続
が
不
明
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
し
た
一
一
〇
号
は
、
早
速
の
初

公
開
と
な
っ
た
。
今
後
、
一
〇
二
号
か
ら
一
〇
九
号
の
入
手
と

一
一
一
号
以
降
の
有
無
を
確
認
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
る
。

ま
た
、
教
科
書
や
参
考
書
と
思
し
き
も
の
以
外
に
も
横
専
在

学
時
に
読
ん
だ
と
推
測
で
き
る
書
籍
が
多
数
あ
り
、
こ
の
中
か

ら
河
合
栄
治
郎
編
『
学
生
と
生
活
』（
日
本
評
論
社
、
一
九
四

〇
年
）、
野
村
光
一
著
『
レ
コ
ー
ド
音
楽　

名
曲
に
聴
く　

上

巻
』（
創
元
社
、
一
九
四
〇
年
）、
片
山
彰
彦
訳
『
バ
イ
ロ
ン
詩

集
』（
京
文
社
、
一
九
四
一
年
）
ほ
か
を
展
示
し
た
。
河
合
栄

治
郎
は
フ
ァ
シ
ズ
ム
批
判
に
よ
り
東
京
帝
国
大
学
の
職
を
解
か

れ
た
後
も
こ
う
し
た
編
著
書
を
通
じ
て
学
生
た
ち
に
理
想
を
説

き
続
け
、
野
村
光
一
は
巻
頭
に
「
本
書
を
執
筆
し
始
め
た
時
は

支
那
事
変
は
未
だ
起
こ
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
。（
中
略
）
吾
が
レ

コ
ー
ド
業
界
も
、
現
在
、
異
常
な
局
面
に
直
面
し
つ
ゝ
あ
る
や
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う
だ
」
と
記
し
た
。
当
時
、
横
専
生
が
よ
く
訪
れ
た
伊
勢
佐
木

町
な
ど
に
は
音
楽
喫
茶
が
あ
り
、
そ
こ
で
の
レ
コ
ー
ド
鑑
賞
は

横
専
生
の
身
近
な
愉
し
み
で
あ
っ
た
。
英
国
の
詩
人
バ
イ
ロ
ン

は
明
治
時
代
か
ら
そ
の
情
熱
的
な
詩
が
翻
訳
出
版
さ
れ
続
け
、

片
山
訳
の
初
版
は
一
九
三
九
年
、
森
島
氏
が
読
ん
だ
版
は
一

九
四
一
年
十
二
月
、
太
平
洋
戦
争
開
戦
の
月
の
も
の
で
あ
る
。

―
こ
の
よ
う
に
、
森
島
氏
個
人
の
趣
味
嗜
好
の
紹
介
に
留
ま

ら
ず
、
日
中
戦
争
勃
発
（
一
九
三
七
年
）、
第
二
次
世
界
大
戦

開
戦
（
一
九
三
九
年
）、
そ
し
て
太
平
洋
戦
争
へ
（
一
九
四
一

年
）
と
続
く
時
代
や
横
専
生
の
日
常
を
意
識
で
き
る
よ
う
、
資

料
展
示
に
は
最
低
限
の
解
説
を
付
し
た
。

蔵
書
に
見
ら
れ
る
と
お
り
森
島
氏
は
詩
を
好
ん
だ
よ
う
で
、

貿
易
科
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
寄
せ
書
き
に
は
、
級
友
た
ち
が

学
生
生
活
や
級
友
に
つ
い
て
思
い
思
い
の
言
葉
を
記
す
中
で
独

り
、
西
条
八
十
の
詩
「
わ
す
れ
な
ぐ
さ（

8
（

」
を
引
い
て
い
る
。
こ

の
詩
を
含
め
て
寄
せ
書
き
に
は
戦
争
を
直
截
に
想
起
さ
せ
る
言

葉
は
少
な
い
が
、
実
際
に
は
、
卒
業
後
は
入
営
、
と
い
う
の
が

卒
業
生
の
大
多
数
の
「
進
路
」
で
あ
り
、
森
島
氏
も
卒
業
の
半

年
ほ
ど
前
に
は
徴
兵
検
査
を
済
ま
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る（

9
（

。

こ
の
寄
せ
書
き
の
ほ
か
、
野
球
班
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
か
ら
合

宿
所
や
近
隣
の
飲
食
店
な
ど
で
の
ま
さ
に
青
春
を
謳
歌
す
る
よ

う
な
写
真
、
貿
易
科
の
ア
ル
バ
ム
か
ら
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）

年
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領
を
記
念
し
た
横
浜
の
専
門
学
校
五
校（

（（
（

に
よ
る
学
生
大
会
、
横
専
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
の
軍
事
教
練（

（（
（

の
写

真
な
ど
を
拡
大
パ
ネ
ル
化
し
た
。
場
所
の
特
定
な
ど
に
は
地
域

の
方
々
に
も
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

次
に
、
展
示
で
は
殆
ど
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
卒
業
後
の
森
島

氏
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

先
述
の
と
お
り
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
九
月
に
繰
り
上

げ
卒
業
し
た
森
島
氏
は
、
間
も
な
く
岐
阜
県
の
陸
軍
歩
兵
第
六

十
八
連
隊
に
入
営
す
る
。
次
に
こ
こ
を
原
隊
と
し
て
愛
知
県
の

豊
橋
陸
軍
予
備
士
官
学
校
に
入
校
し
、
翌
年
十
二
月
に
甲
種
幹

部
候
補
生
と
し
て
卒
業
し
た
。
そ
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
の
寄
せ
書

き
に
森
島
氏
は
一
言
、「
死
」
と
記
し
て
い
る
。
横
専
卒
業
時
に

詩
を
寄
せ
た
青
年
の
、
環
境
と
内
面
の
変
化
を
伝
え
る
一
言
で

あ
る
。
続
い
て
森
島
氏
は
三
重
県
鈴
鹿
市
の
陸
軍
第
一
航
空
教

育
隊
で
見
習
士
官
と
し
て
軍
役
に
就
き
、
さ
ら
に
宮
城
県
名
取

郡
の
仙
台
陸
軍
飛
行
学
校
に
転
属
し
少
尉
と
な
っ
た
。
こ
こ
で

航
空
通
信
を
学
ん
だ
後
、
中
国
（
北
支
）
で
中
尉
と
し
て
通
信
班

の
軍
務
に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
終
戦
後
は
三
重
県
桑
名
市
の
ベ

ア
リ
ン
グ
工
場
に
勤
め
た
後
、岐
阜
に
帰
っ
て
自
営
業
を
し
つ
つ
、

長
良
川
河
口
堰
問
題
に
終
生
取
り
組
ん
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る（

（（
（

。
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今
回
の
展
示
で
は
「
戦
時
下
の
学
生
」
と
い
う
言
葉
に
よ
っ

て
と
も
す
れ
ば
導
い
て
し
ま
い
が
ち
な
、戦
時
色
一
色
に
染
ま
っ

た
暗
い
学
生
像
と
は
異
な
る
、
し
か
し
こ
の
後
急
速
に
輝
き
を

失
っ
て
い
く
で
あ
ろ
う
光
彩
を
、
現
在
の
学
生
た
ち
が
展
示
資

料
や
解
説
か
ら
感
じ
と
っ
て
く
れ
れ
ば
と
い
う
期
待
も
込
め
て

い
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
森
島
氏
卒
業
の
翌
年
に
学
徒
出
陣

が
始
ま
っ
た
こ
と
な
ど
そ
の
後
の
変
化
を
掲
示
年
表
で
触
れ
た

の
み
で
、
そ
の
前
段
と
し
て
の
森
島
氏
の
二
年
半
と
い
う
時
期

を
、
相
対
的
に
示
す
こ
と
は
不
十
分
で
あ
っ
た
。
ま
た
残
念
な

が
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
で
き
ず
展
示
の
感
想
を
充
分
に
知
り

得
て
い
な
い
。
し
か
し
会
場
で
は
、
軍
事
教
練
の
写
真
を
指
し

て
自
分
の
祖
父
の
こ
と
を
友
人
に
語
る
姿
な
ど
が
あ
っ
た
。
多

く
の
学
生
に
と
っ
て
は
二
世
代
前
と
な
る
事
象
を
、
少
し
で
も

身
近
に
引
き
寄
せ
て
感
じ
て
も
ら
え
た
の
な
ら
幸
い
で
あ
る
。

註（
1
）
寄
贈
資
料
「『
大
阪
朝
日
新
聞
』（
名
古
屋
市
内
版
、
一
九
三
九
年

八
月
二
日
付
六
面
）」

（
2
）
寄
贈
資
料
「
賞
状
（
海
津
中
学
校
野
球
部
森
島
輝
雄
）」

（
3
）
寄
贈
資
料
「
袖
珍
当
用
日
記　

昭
和
十
四
年
」

（
4
）
寄
贈
資
料
「
昭
和
十
五
年
度
給
費
生
採
用
試
験
結
果
通
知
書
」

（
5
）
現
愛
媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校
。
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
の
第

十
五
回
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
に
出
場
し
た
。

（
6
）
現
国
立
嘉
義
高
級
中
学
。
全
国
中
等
学
校
優
勝
野
球
大
会
（
甲
子

園
）
に
一
九
三
七
年
（
準
々
決
勝
進
出
）
と
一
九
三
九
年
に
出
場
。

一
九
四
一
年
も
台
湾
で
の
予
選
会
で
優
勝
し
た
が
大
会
中
止
の
た
め

出
場
せ
ず
。
二
〇
一
四
年
の
台
湾
映
画
「K

A
N

O

」
の
嘉
義
農
林
学

校
と
は
別
の
強
豪
校
で
あ
る
。

（
7
）
野
球
部
は
他
の
部
と
同
様
、
一
九
四
一
年
二
月
の
横
浜
専
門
学
校

報
国
団
結
成
時
に
「
部
」
か
ら
「
班
」
へ
と
改
称
さ
れ
た
。

（
8
）
西
條
八
十
の
詩
の
全
文
は
「
わ
す
れ
な
ぐ
さ
は
空
の
い
ろ　

わ
す

れ
な
ぐ
さ
は
水
の
い
ろ　

わ
す
れ
な
ぐ
さ
は
忘
れ
じ
と　

ち
か
い
て

遠
く
別
れ
た
る　

か
な
し
き
ひ
と
の
眸
の
色
」（
初
出
は
『
少
女
画

報
』
一
九
二
八
年
五
月
号
）。

（
9
）
寄
贈
資
料
「
寄
留
地
身
体
検
査
受
験
通
常
（
臨
時
）
願
」

（
10
）
当
時
「
ハ
マ
の
五
専
門
」
と
呼
ば
れ
た
、
横
浜
専
門
学
校
、
官
立

横
浜
高
等
商
業
学
校
、
官
立
横
浜
高
等
工
業
学
校
（
現
横
浜
国
立
大

学
）、
市
立
横
浜
商
業
専
門
学
校
（
現
横
浜
市
立
大
学
）、
関
東
学
院

高
等
商
業
部
（
現
関
東
学
院
大
学
）
の
五
校
。

（
11
）
軍
事
教
練
は
一
九
二
五
（
大
正
十
四
）
年
か
ら
中
等
学
校
以
上
で

正
課
と
な
っ
た
。
専
門
学
校
で
の
内
容
は
各
個
訓
練
、
部
隊
訓
練
、

射
撃
、
指
揮
法
な
ど
で
あ
る
。

（
12
）
森
島
眞
澄
氏
の
御
教
示
に
よ
る
。
ま
た
、
眞
澄
氏
所
蔵
の
予
備
士

官
学
校
時
代
の
日
記
等
か
ら
は
「
バ
リ
バ
リ
の
軍
国
青
年
」
像
が
窺

え
る
が
、
戦
後
は
労
働
運
動
に
関
心
が
高
く
、
社
会
党
の
地
区
長
の

よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
、
と
い
う
。




